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特別委員会活動報告委員会活動報告

基
幹
交
通
網
の
整
備
促
進
に
関
す
る

特
別
委
員
会　

要
望
活
動
報
告

　

基
幹
交
通
網
の
整
備
促
進
に
関
す
る
特
別
委
員
会
の
正

副
委
員
長
は
、
８
月
１
日
及
び
２
日
に
国
土
交
通
省
や
復

興
庁
、
地
元
選
出
国
会
議
員
な
ど
へ
、
常
磐
自
動
車
道
の

４
車
線
化
の
早
期
実
現
を
求
め
る
要
望
を
行
い
ま
し
た
。

要
望
先
：
国
土
交
通
省
、
復
興
庁
、
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
東
日
本
、

　
　
　
　

地
元
選
出
国
会
議
員
（
14
名
）

※
各
省
庁
及
び
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
東
日
本
へ
の
要
望
に
お
い
て

は
、
亀
岡
偉
民
衆
議
院
議
員
も
同
行
し
ま
し
た
。

委
員
会
活
動
報
告
総
務
、
文
教
厚
生
、
産
業
建
設
の
各
常
任
委
員
会
は
、
定
例
会
及
び
閉
会
中
に
委
員
会
を
開
催
し
、
所
管
す
る
市
の
事
業
に
関
し
て
調
査
を
行
っ
て
い

ま
す
。
こ
こ
で
は
、
９
月
定
例
会
中
の
調
査
事
項
の
一
部
に
つ
い
て
、
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
総　

務
】

「
３
月
16
日
発
生
の
福
島
県

沖
地
震
の
被
害
状
況
と
対
応

に
つ
い
て
」

　

罹
災
証
明
書
発
送
数
は
、

全
壊
３
６
１
件
、
大
規
模
半

壊
２
１
４
件
、
中
規
模
半
壊

６
５
３
件
、
半
壊
１
，
４
９

３
件
、
準
半
壊
１
，
４
９
６

件
、
一
部
損
壊
５
７
８
件
、

自
己
判
定
に
よ
る
一
部
損
壊

３
，
２
０
３
件
、
合
計
７
，

９
９
８
件
と
な
っ
て
お
り
、

令
和
３
年
の
地
震
に
比
べ

４
，
０
３
９
件
多
く
な
っ
て

い
る
。

　

公
共
施
設
は
庁
舎
や
学
校

な
ど
84
カ
所
、
市
道
の
舗
装

破
損
５
６
７
カ
所
、
市
営
住

宅
３
５
７
カ
所
、
た
め
池
９

カ
所
等
の
被
災
状
況
と
な
っ

て
い
る
。

　

災
害
廃
棄
物
に
つ
い
て

は
、
瓦
１
，
４
２
７
ト
ン
、

コ
ン
ク
リ
ー
ト
が
ら
２
，
０

４
９
ト
ン
、
テ
レ
ビ
等
の
家

電
類
３
，
０
３
７
台
等
の
処

理
が
終
わ
っ
て
い
る
。

　

災
害
見
舞
金
に
つ
い
て

は
、
世
帯
の
支
給
済
み
件
数

が
１
，
２
０
４
件
、
２
，
７

７
１
人
、
支
給
額
が
９
，
１

５
６
万
円
、
事
業
所
の
支
給

済
み
件
数
が
56
件
、
支
給
額

が
３
４
０
万
円
と
な
っ
て
い

る
。

（
※
数
字
は
全
て
８
月

25
日
時
点
の
も
の
） 

Ｑ
．
現
在
、
罹
災
証
明
書
の

申
請
は
自
己
判
定
方
式
の
み

と
な
っ
て
い
る
が
、
申
請
に

つ
い
て
の
現
在
の
問
合
せ
状

況
に
つ
い
て
問
う
。

Ａ
．
申
請
漏
れ
と
い
っ
た
理

由
で
新
た
に
申
請
を
し
た
い

と
い
う
問
合
せ
は
ほ
と
ん
ど

な
い
。
も
し
申
請
希
望
が

あ
っ
た
場
合
は
、
原
則
、
自

己
判
定
方
式
に
よ
る
一
部
損

壊
の
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
の
み

対
応
で
き
る
旨
案
内
し
て
い

る
。（
※
10
月
末
終
了
予
定
）

〈
そ
の
他
の
所
管
事
務
調
査
〉

・
第
２
期
相
馬
市
地
方
創
生

総
合
戦
略
に
つ
い
て

【
産
業
建
設
】

「
雨
水
排
水
対
策
に
つ
い
て
」

①
令
和
元
年
の
水
害
を
受

け
、
市
は
排
水
ポ
ン
プ
車
２

台
を
購
入
し
て
い
る
。
市
綜

合
建
設
業
組
合
と
連
携
し
、

毎
年
度
、
国
土
交
通
省
と
の

合
同
排
水
訓
練
、
市
内
排
水

訓
練
、
市
独
自
の
走
行
パ
ト

ロ
ー
ル
と
機
器
の
作
動
確
認

を
定
期
的
に
行
っ
て
い
る
。

排
水
ポ
ン
プ
車
の
設
置
箇
所

に
つ
い
て
は
、
気
象
情
報
や

河
川
水
位
情
報
、
職
員
パ
ト

ロ
ー
ル
や
市
民
か
ら
の
通
報

等
か
ら
得
ら
れ
た
情
報
を
基

に
、
作
業
員
の
危
険
性
を
考

慮
し
た
上
で
、
住
宅
等
の
浸

水
被
害
が
大
き
く
な
る
と
予

想
さ
れ
る
箇
所
を
総
合
的
に

判
断
し
、
決
定
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。

②
今
年
度
、
市
街
地
の
内
水

の
流
れ
に
つ
い
て
調
査
す
る

内
水
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を

実
施
す
る
予
定
で
あ
り
、
現

在
、
事
業
者
の
選
定
を
行
っ

て
い
る
。

③
県
が
実
施
し
て
い
る
河
川

改
修
に
つ
い
て
は
、
宇
多
川

が
天
神
前
橋
か
ら
百
間
橋
の

区
間
の
５
．
４
㎞
を
、
小
泉

川
が
鎗
町
橋
か
ら
第
２
和
田

橋
の
区
間
の
３
．
３
㎞
を
工

事
区
間
と
設
定
し
て
お
り
、

ど
ち
ら
も
令
和
５
年
度
内
の

完
了
を
目
指
し
、
工
事
を
進

め
て
い
る
。
な
お
、
現
段
階

で
は
計
画
通
り
進
捗
し
て
い

る
。

Ｑ
．
排
水
ポ
ン
プ
車
の
設

置
・
稼
働
ま
で
に
か
か
る
時

間
に
つ
い
て
問
う
。

Ａ
．
令
和
４
年
度
の
国
土
交

通
省
と
の
合
同

訓
練
に
お
い
て

は
、
40
分
程
度

の
設
置
時
間
が

か
か
っ
て
い
る
。

　〈
そ
の
他
の
所
管
事
務
調
査
〉

・
道
の
駅
そ
う
ま
物
産
館
の

改
修
工
事
の
進
捗
状
況
及
び

今
後
の
運
営
に
つ
い
て

【
文
教
厚
生
】

「
民
生
委
員
の
現
状
と
課
題

に
つ
い
て
」

　

民
生
委
員
と
は
、
民
生
委

員
法
に
基
づ
き
厚
生
労
働
大

臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
非
常
勤

の
地
方
公
務
員
で
、
児
童
福

祉
法
に
定
め
る
児
童
委
員
も

兼
ね
て
い
る
。

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は

そ
れ
ぞ
れ
が
担
当
す
る
地
区

に
お
い
て
、
住
民
の
生
活
上

の
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に
応

じ
、
身
近
な
相
談
相
手
と
し

て
、
行
政
を
は
じ
め
、
必
要

な
支
援
が
受
け
ら
れ
る
よ
う

に
専
門
機
関
へ
の
つ
な
ぎ
役

と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
と

と
も
に
、
高
齢
者
や
障
が
い

者
世
帯
の
見
守
り
や
安
否
確

認
な
ど
に
も
重
要
な
役
割
を

は
た
し
て
い
る
。

　

現
在
の
課
題
と
し
て
は
、

①
各
地
区
の
世
帯
数
に
偏
り

が
あ
る
た
め
、
定
数
の
設
定

に
つ
い
て
検
討
が
必
要
で
あ

る
こ
と
、
②
委
員
の
高
齢
化

と
担
い
手
不
足
で
あ
る
こ

と
、
③
民
生
委
員
の
役
割
や

活
動
内
容
に
つ
い
て
、
市
民

の
理
解
醸
成
が
進
ん
で
い
な

い
こ
と
の
３
点
と
な
っ
て
い

る
。

Ｑ
．
今
後
の
啓
発
活
動
に
つ

い
て
問
う
。

Ａ
．
県
の
社
会
福
祉
協
議
会

を
通
じ
て
、
活
動
内
容
や
相

談
に
つ
い
て
の
連
絡
チ
ラ
シ

の
回
覧
を
予
定
し
て
い
る
。

ま
た
、
広
報
紙
等
に
民
生
委

員
の
活
動
内
容
を
掲
載
し
、

市
民
の
理
解
を
得
る
と
い
う

こ
と
を
中
心
に
、
他
自
治
体

の
事
例
を
参
考
に
民
生
委
員

の
声
や
顔
写

真
の
掲
載
を

検
討
し
て
い

き
た
い
。

〈
そ
の
他
の
所
管
事
務
調
査
〉

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ

ク
チ
ン
の
接
種
状
況
と
、
ワ

ク
チ
ン
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
の

運
用
状
況
に
つ
い
て

議
会
だ
よ
り
第
１
４
４
号

掲
載
内
容
の
訂
正
と
お
詫
び
に
つ
い
て

　

令
和
４
年
８
月
１
日
発
行
の
相
馬
市
議
会
だ
よ
り
第

１
４
４
号
の
掲
載
内
容
に
つ
い
て
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

左
記
の
と
お
り
お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

　

今
後
こ
の
よ
う
な
誤
り
が
な
い
よ
う
注
意
し
て
ま
い

り
ま
す
。

訂
正
内
容　

①
４
ペ
ー
ジ
上
部
の
表
中

　
　

誤
）
磯
部
処
分
場
の
水
処
理
施
設
設
置
費
用

　
　

正
）
光
陽
処
分
場
の
水
処
理
施
設
設
置
費
用

　
　②

５
ペ
ー
ジ
左
下
見
出
し
中

　
　

誤
）
磯
部
処
分
場
の
水
処
理
施
設
の
設
置

　
　

正
）
光
陽
処
分
場
の
水
処
理
施
設
の
設
置

③
５
ペ
ー
ジ
左
下
本
文
中

　
　

誤
）
磯
部
地
区
に
あ
る
一
般
廃
棄
物
埋
立
処
分
場

　
　

正
）
光
陽
地
区
に
あ
る
産
業
廃
棄
物
埋
立
処
分
場

要
望
内
容

　
「
常
磐
自
動
車
道
の
４
車
線
化
の
早
期
実
現
」

　

当
地
方
の
復
興
・
創
生
に
と
っ
て
欠
か
せ
な
い
道
路
で
あ
る

常
磐
自
動
車
道
は
、
平
成
27
年
３
月
１
日
の
全
線
開
通
以
降
、

令
和
３
年
６
月
13
日
ま
で
に
「
い
わ
き
中
央
IC
～
広
野
IC
間
」、

「
山
元
IC
～
岩
沼
IC
間
」
の
４
車
線
化
工
事
が
完
了
い
た
し
ま
し

た
。

ま
た
、
令
和
元
年
９
月
10
日
に
は
「
高
速
道
路
の
安
全
・
安
心

基
本
計
画
」
の
中
で
、
常
磐
自
動
車
道
「
浪
江
IC
～
山
元
IC
間
」

が
４
車
線
化
優
先
整
備
区
間
に
位
置
付
け
ら
れ
、
こ
れ
ま
で
に

「
浪
江
IC
～
南
相
馬
IC
間
」
１.

９
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
と
「
相
馬
IC

～
新
地
IC
」
６
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
が
４
車
線
化
事
業
許
可
と
な
っ

た
ほ
か
、
令
和
４
年
３
月
30
日
に
は
、「
広
野
IC
～
な
ら
は
SIC

間
」
が
４
車
線
化
事
業
許
可
と
な
る
な
ど
、
常
磐
自
動
車
道
全

線
4
車
線
化
へ
着
実
な
進
捗
が
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま

で
の
関
係
各
位
の
ご
尽
力
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

常
磐
自
動
車
道
は
、
大
規
模
災
害
時
に
お
い
て
は
、
応
急
復
旧
を

速
や
か
に
実
施
す
る
た
め
の
資
機
材
や
支
援
物
資
・
人
員
の
輸

送
を
担
う
ほ
か
、
平
時
に
お
い
て
は
、
国
内
産
業
に
お
け
る
サ

プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
を
構
成
す
る
重
要
な
道
路
で
あ
り
ま
す
。
さ

ら
に
は
、
相
双
地
方
か
ら
仙
台
市
や
い
わ
き
市
に
立
地
す
る
高

次
医
療
施
設
へ
の
ア
ク
セ
ス
道
路
で
あ
り
、「
命
と
暮
ら
し
を
守

る
道
」
と
し
て
の
役
割
、
そ
し
て
冬
期
間
や
災
害
時
に
お
け
る

東
北
自
動
車
道
と
並
ぶ
東
京
～
仙
台
間
の
ダ
ブ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
と
し
て
の
役
割
、
ま
た
、
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
に
お
け
る
交
流
人

口
拡
大
の
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
相
双
地
域
に
お
け
る
常
磐
自
動
車
道
は
、
約

90
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
も
及
ぶ
長
い
暫
定
２
車
線
区
間
を
有
し
て

お
り
、
物
流
量
の
増
大
や
、
帰
還
困
難
区
域
の
復
興
に
伴
う
車

両
等
の
増
加
に
よ
り
、
交
通
渋
滞
が
た
び
た
び
発
生
し
て
お
り

ま
す
。
令
和
２
年
４
月
14
日
に
は
、
新
地
IC
～
山
元
IC
間
で
乗

用
車
と
ト
ラ
ッ
ク
が
正
面
衝
突
し
て
２
人
が
死
亡
す
る
重
大
事

故
が
発
生
し
て
お
り
、
ま
た
、
本
年
６
月
７
日
に
も
、
南
相
馬

～
相
馬
IC
間
下
り
線
で
、
大
雨
に
よ
る
の
り
面
崩
落
に
よ
り
一

時
通
行
止
め
に
な
る
な
ど
、
常
磐
自
動
車
道
利
用
者
の
不
安
は

高
ま
っ
て
い
る
と
思
料
さ
れ
ま
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
を
抱
え
る
当
地
方

の
特
異
性
も
十
分
に
考
慮
い
た
だ
き
、
常
磐
自
動
車
道
「
広
野

IC
～
山
元
IC
間
」
の
全
線
４
車
線
化
を
早
期
に
実
現
し
て
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
強
く
要
望
し
ま
す
。

↑新妻秀規復興副大臣
（左から３人目）に
要望書を手渡す委員長ら

↓丹羽克彦道路局長
（左から２人目）に
要望書を手渡す委員長ら


